
エネルギー・環境戦略特別セミナー                                 ２６１２８ 

主要国の最新政策動向から読み解く 

脱炭素のスタンスと方向性 
～新政権下の日本と欧州・米国・中国の戦略転換、新たな均衡～ 

－講 師－   元外務省 気候変動担当（含む G7、G20、パリ協定関連） 

GX・エネルギーアナリスト 前田 雄大 氏 
 

日 時 

受講方法 

2026 年２月１０日（火） 午後１時～３時 

ライブ配信／アーカイブ配信（２週間、何度でもご視聴可） 
 

［重点講義内容］ 

パリ協定以降、世界的な潮流として進められてきた脱炭素は、2025 年を迎え、明確な「調整局面」に入りつつある。

欧州では EV 政策や産業保護を巡る方針転換が進み、米国ではトランプ政権下での化石燃料回帰と対中牽制が鮮明

化している。一方、中国はエネルギー・製造両面で脱炭素と産業覇権を同時に追求する独自路線を強めている。 

加えて、日本においても GX-ETS の本格化や新政権の政策方針を背景に、脱炭素の位置づけは「理念主導」から

「産業・安全保障と一体の戦略」へと変容しつつある。 

本講演では、欧州・米国・中国・日本それぞれの政策動向を整理・比較しながら、脱炭素の国際秩序がどのように再

編されつつあるのか、そして今後、何が起きうるのかを多角的に読み解く。 
 

１．欧州における脱炭素政策の修正と現実路線への転換 
（１）EV 政策の見直しと自動車産業保護へのシフト 

（２）EV 需要減速と加盟国間で広がる温度差 

（３）CBAM の新たな方向性と「環境規制×産業政策」化 

（４）再エネ・水素政策における期待と限界 

（５）2025 年欧州における脱炭素の本質的課題 

２．米国：トランプ政権下でのエネルギー回帰と対中戦略 
（１）化石燃料増産を通じたエネルギー覇権戦略 

（２）洋上風力・再エネ規制の強化とその狙い 

（３）IRA の実装と選別的な脱炭素支援 

（４）対中国牽制としてのエネルギー・素材政策 

（５）米国における脱炭素は「後退」か「再構築」か 

３．中国：脱炭素と産業覇権を同時に進める独自モデル 
（１）再エネ・EV・蓄電池における圧倒的供給能力 

（２）国内経済減速下でのグリーン投資の役割 

（３）石炭依存を維持しながら進む「選択的脱炭素」 

（４）グローバルサウスへの影響力拡大と国際発言力 

（５）中国型脱炭素モデルがもたらす国際秩序への影響 

４．日本：GX政策の本格化と新政権下の脱炭素戦略 
（１）GX-ETS 導入の意義と企業行動への影響 

（２）GX 推進法と投資誘導型脱炭素の特徴 

（３）高市政権のエネルギー・産業政策の方向性 

（４）原子力・再エネ・次世代技術の位置づけ 

（５）日本型脱炭素の強みと構造的制約 

５．2025 年以降の脱炭素をどう読み解くか 
（１）脱炭素を「理念」「政策」「産業」「地政学」で分解する 

（２）主要国の戦略転換が示す共通点と相違点 

（３）時間軸で見る脱炭素の再加速・停滞・分岐点 

（４）企業・政策担当者が取るべき現実的スタンス 

（５）不確実性の高い時代における脱炭素との向き合い方 

６．質疑応答 
 

 



  
ＰＲＯＦＩＬＥ  前田 雄大（まえだ ゆうだい）氏 

 
  

1984年生まれ。2007年、東京大学経済学部卒、外務省入省。開発協力、原子力、大臣官房業務などを経て、2017年

から気候変動を担当。G20 大阪サミットの成功に貢献。パリ協定に基づく成長戦略をはじめとする各種国家戦略の

調整も担当。2020年より脱炭素フィールドに職を展示、2022年より現職。現在は、所属先において脱炭素事業の

コンサルを中心に業務を手掛ける他、「エナシフ TV」という YouTube チャンネルを通じて脱炭素情報を日々発信

中。プレジデント・オンラインはじめ寄稿多数。書籍「60 分でわかる! カーボンニュートラル 超入門」も発売中。 

また、地域脱炭素についても 3 自治体のアドバイザーを務めるなど第一人者として活動している。 
 

●受  講  料 各受講方法 １名につき ３３，８８０円（税込） 

同一のお申込フォームよりお申込の場合、２人目以降 ２７，５００円(税込) 

※ライブ配信受講者様で、アーカイブ配信もご希望の場合は追加料金１１，０００円（税込）で承ります。 

●お申込方法 

 

 

 

二次元バーコード、又は FAX にてお申し込み下さい。 

折り返し受講証、請求書をメール（PDF）にてお送りいたします。 

お申込み後、３営業日以内にお手元に届かない場合は必ずご一報下さい。 

※お客様のご都合でキャンセルされる場合は、「開催１週間前まで」にお申し出下さい。 

その後のキャンセルは、お申し受けできませんのでご了承下さい。 

●お支払方法 請求書を発行いたしますので、開催日までに銀行振込でお願いします。（遅れる場合はご相談下さい） 
 

事前に、セミナー講師へのご期待、ご要望、ご質問をお受けしております。 
可能な限り講義に盛り込んでいただきますので、お申し込み後、弊社からご連絡するメールにご返信ください。 
■ライブ配信について 
＜１＞Zoom にてライブ配信致します。 
＜２＞お申込時にご登録いただいたメールアドレスへ視聴用 URL と ID・PASS を開催前日までにお送り致しますので、 

開催日時に Zoom へご参加ください。 

■アーカイブ配信について 
＜１＞開催日より３～５営業日後を目安に Vimeo にて配信致します。 
＜２＞お申込時にご登録いただいたメールアドレスへ収録動画配信のご用意ができ次第、視聴用 URL をお送り致します。 
＜３＞動画は配信日より２週間、何度でもご都合の良い時間にご視聴頂けます。 
 

２月１０日（火）        「政策動向から読み解く脱炭素の方向性」        申込日   月   日 

貴 社 名 
 

所 在 地 
〒                                   〇印をお付けください （ご自宅 ・ お勤め先） 

いずれかの☐に必ず✔をお入れ下さい。（アーカイブ配信の追加受講をご希望の場合は、２つ☑をお入れ下さい。） 

☐ ライブ配信 ☐ アーカイブ配信  

氏  名
ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ

  所 属 部 署 ・ 役 職  

Ｔ Ｅ Ｌ （       ）        － Ｆ Ａ Ｘ （       ）        － 

Ｅ－ｍａｉｌ ブロック体でのご記入をお願いいたします。 
 
※複数名様お申込の場合は下記にご記入をお願いいたします 

いずれかの☐に必ず✔をお入れ下さい。（アーカイブ配信の追加受講をご希望の場合は、２つ☑をお入れ下さい。） 

☐ ライブ配信 ☐ アーカイブ配信  

氏  名
ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ

  所 属 部 署 ・ 役 職  

Ｔ Ｅ Ｌ （       ）         － Ｆ Ａ Ｘ （       ）         － 

Ｅ－ｍａｉｌ ブロック体でのご記入をお願いいたします。 
 
※「受講証」等の送付先が上記と異なる場合は下記にご記入下さい。  

通信欄  

 
 

■主催（お申込み・お問い合せ先） 株式会社 新社会システム総合研究所 

お申込み受付 FAX ０３－５５３２－８８５１ 

〒105-0003 東京都港区西新橋２－６－２ ザイマックス西新橋ビル４階 
Tel:03-5532-8850／E-mail:info@ssk21.co.jp／URL:https://www.ssk21.co.jp 
※配信停止、宛先変更、個人情報の苦情及び相談・開示は上記までご連絡下さい。   ２６１２８－Ｅ  

詳細・お申込はこちら↓ 

 

 


